
つながるオフィス空間

concept

ニューノーマル時代に突入し、場所を選ばない働き方が重視されてきた。
人と話し合ったり、時には 1人で考えたり、アイデアが生まれる場所はさまざまである。
そんな異なる「アイデアが生まれる空間」が繋がり合うことで場所を選ばない、
新たな働く空間が生まれるのではないか。

リラックス コミュニケーション 個人ワーク

3つの空間の何気ない移動 によって生まれるアイデアに注目

↓

とある企業の企画部のオフィス
都内ビルの高層階フロアの一角

使用人数：15人程度
間隔の強弱で空間に繋がりをもたらす。

target diagram

使用目的：企画提案・アイデア出し・個人ワーク 使用目的の違う空間を壁で仕切る。 一部の空間をルーバーで囲い、仕切る。

これからの働き方と新しいオフィス
株式会社 米三　インターンシップ課題
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角度によってルーバーが目隠しの効果を担う。
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※窓下壁は全てFL+900
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